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１．はじめに 

施工の効率化や精度の向上，品質管理の合理化等を

目的に ICT施工の積極的な導入が推進されている．平

成20年7月には「情報化施工推進戦略１）」が策定され，

ダム分野においても ICT施工の導入が重要であると位

置づけられている．しかし現状では，ロックフィルダ

ムの盛立においては ICT施工が試験的に導入されてい

る事例はあるものの，従来の管理方法と併用されてお

り，品質管理の合理化までには至っていない． 

これまでのロックフィルダムにおける品質管理方法

は，事前の試験施工により決定した規定の締固め度を

達成するための施工仕様に基づき，材料粒度，含水比，

締固めエネルギー（まき出し厚，締固め回数等）を管

理する工法規定管理が行われている．さらに，締固め

後に一定の頻度で現場試験を点的に実施する品質規定

管理との併用により盛立後の品質を確保している． 

一方，盛立面での現場試験は，試験中に盛立を中断

する必要があり，施工効率化を妨げる要因となってい

ることから，適切な品質評価に基づいた試験頻度の低

減が求められている． 

ICT 施工を管理に導入した場合，まき出し厚，締固

め回数等，施工プロセス管理の確実性を向上させるこ

とができる．これらに加えて，盛立材料の粒度と含水

状態をより適切に行うことにより，期待する締固めを

盛立面全体に担保することが可能となり，現場試験の

頻度を低減できる新たな品質管理が可能になると考え

られる． 

平成 23年度に竣工した殿ダム（国土交通省中国地方

整備局）の盛立工事においては，材料の運搬，まき出

し厚，締固め回数等の施工プロセス管理に ICTが導入

されたうえで，品質管理試験データが得られている．

本論文では殿ダムコア材の品質管理試験データを用い，

搬出時及び盛立面での粒度試験結果を区分し，締固め

後の試験結果との関係を分析することにより，材料の

より厳密な管理が盛立品質の向上へ与える効果につい

て評価するとともに，新たな品質管理方法の方向性を

示した． 

２．コア材の粒度区分 

２．１ コア材の概要 

 殿ダムのコア材は，粗粒材と細粒材をストックパイ

ルでサンドイッチ状にして，切り崩して搬出した．粗

粒材としては火山円礫岩を，細粒材としては安山岩質

凝灰岩の風化岩を盛立開始である平成 21年 6月 17日

から平成 22年 4月 24日まで（以下「期間Ⅰ」），火山

岩礫凝灰岩の風化岩を平成 22年 4月 25日から盛立完

了である平成 22年 10月 11日まで（以下「期間Ⅱ」）

使用した．  

２．２ 粒度区分設定方法 

ストックヤード搬出時における材料の粒度（以下「搬

出時粒度」）及び盛立面における試験孔から採取した材

料の粒度（以下「盛立面粒度」）を“細粒側”，“平均粒

度付近”，“粗粒側”の範囲に区分する．粒度区分の方

法は，搬出時粒度データを使用し，図-1のように 0.075，

0.425，4.45，19.0，63.0mmの 5つの基準粒径における

通過質量百分率の平均をμi，標準偏差をσi とした場

合のμi±0.8σi を結んだ線を境界線として区分した．
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表-1 粒度区分の内訳（期間Ⅰ） 
図-1 粒度区分設定方法（搬出時粒度，期間Ⅰ）

粒度区分

細粒側 9 7.1% 56 31.6%
平均粒度付近 42 33.3% 26 14.7%
粗粒側 13 10.3% 18 10.2%
その他 62 49.2% 77 43.5%
計 126 100.0% 177 100.0%

搬出時粒度 盛立面粒度
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３つの粒度区分を行う際，境界線を構成する 5つの基

準粒径のうち，いずれか 1つの基準粒径だけまたぐ場

合は，許容することとしているが，2 つ以上境界線を

またぐ粒度の場合は“その他”と区分する．表-1に期

間Ⅰにおける粒度区分の内訳を示す． 

３．品質管理試験結果 

３．１ 搬出時粒度区分による分析 

 締固め後の盛立面における含水比（以下「盛立面含

水比」）と乾燥密度（以下「盛立面乾燥密度」）の相関

図を図-2，3に示す．“細粒側”，“平均粒度付近”，“粗

粒側”，“その他”の区分は，試験が行われた材料の搬

出時粒度区分を示している．また，同図には設計時に

エネルギーを変えて室内で行った突固めによる締固め

試験結果を併せて示す． 

結果より，盛立面含水比に対する盛立面乾燥密度は

期間Ⅰ，期間Ⅱともに強い相関を示している．しかし，

搬出粒度区分による明確な分布の差はみられない．こ

れは，搬出時の粒度試験は１回/日の頻度で実施してお

り，その日に搬出した材料全体を表現するには試験数

が不足している可能性があり，また運搬時や締固め時

における破砕により粒度が変化したことが理由として

考えられる． 

３．２ 盛立面粒度区分による分析 

 盛立面含水比と盛立面乾燥密度の相関図について，

盛立面粒度区分により整理したものを図-4，5に示す． 

 結果より，盛立面含水比に対する盛立面乾燥密度は，

盛立面粒度区分により明確な分布の差がみられ，値が

大きい順に粗粒側，平均粒度付近，細粒側となってい

る．この傾向は，粒度が異なる材料における一般的な

締固め特性の傾向と一致している． 

４．まとめ 

 盛立面粒度区分による分析により，粒度を区分する

ことで，盛立面含水比に対する盛立面乾燥密度の分布

は明確に差が現れることが明らかになった．従って，

今後は搬出時までの盛立材料の品質管理に重点をおく

ことで，盛立品質が向上することを示唆していると考

えられる． 

今後は材料の採取時，ストックパイル時，搬出時に

おける粒度管理頻度や現場含水比が盛立品質に及ぼす

影響を検討することが課題である． 
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図‐2 盛立面含水比－盛立面乾燥密度（搬出時粒度，期間Ⅰ）

図‐3 盛立面含水比－盛立面乾燥密度（搬出時粒度，期間Ⅱ）
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図‐5 盛立面含水比－盛立面乾燥密度（盛立面粒度，期間Ⅱ）

図‐4 盛立面含水比－盛立面乾燥密度（盛立面粒度，期間Ⅰ）
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